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1. はじめに

　近年，音声やモーションによって人と対話できるコミュ
ニケーションロボットが次々と発売され，介護，観光，受
付などさまざまな分野においてロボットを活用したサービ
スを実現するための研究・開発が進められている。これら
のサービス実現には，ロボット単体だけでなく，周囲のセ
ンサと連携しながら外部状況をより正確に認識すること
や，サービスに合わせて複数のロボットやデバイスを組み
合わせることが必要となることが多い。例えば，介護施設
においてロボットとカラオケ装置と連携すると，介護者は
ロボットに合わせて踊ったり，ロボットと対話すること
で，カラオケ機器を操作することなく歌いたい曲を入力し
たりできる。また観光案内では，サイネージの表示と連携
することで，ロボットがサイネージに表示されている内容
に合わせて，身振り手振りを使いながら観光地のプレゼン
テーションをすることができる。
　一方，複数のロボットやデバイスが連携したサービスの
開発には，連携させる機器の機能やインタフェース仕様を
理解し，機器が相互に情報を送受信し動作するための連携
制御のプログラムを作成する必要がある。そのため，ロ
ボット単体のサービス開発と比べて，より専門的な知識や
プログラミング稼働が必要となり開発コストが高かった。
　本論文は，私たちが取り組んでいる複数のロボットやデ
バイスが連携したサービスを簡単に作成可能なクラウド対
応型インタラクション制御技術 R-env：連舞® (R-env)1),2)を
例として，サービス開発やデバイス接続を容易にする手法
について解説する。

2. 目指す世界

　昨今，店頭の接客などにセンサやロボットを用いたサー
ビスが用いられつつあるが，ロボットのサービスを開発し
ようとすると，センサやロボットに関する知識やロボット
特有の開発の知識が必要であり，ロボットの知識を持たな
い開発者には開発が難しいのが現状である。

　一方，現在Webアプリやスマートフォンの世界では，各
種開発環境が充実しさまざまなWebサービスやスマート
フォンアプリが開発されている。またブログや動画投稿サ
イトなどさまざまなWebサービス上に，ブロガーや動画投
稿者など多数のクリエータが魅力的な作品をアップロード
することで，コンシューマ視聴者も集まり盛り上がりを見
せている（図 1）。
　またロボットの世界でもマインドストーム 3)のようにロ
ボットのブロック部品とビジュアルプログラム可能な開発
環境の組み合わせでプログラミングを体験・学習できる教
材も発売され，ロボットサービスを簡易に作成したいニー
ズも高まっている。
　このような背景のもと，私たちはロボットの世界でも
Web同様の盛り上がりを実現したいと考えており，さまざ
まなデバイスを連携させたロボットサービスを簡単に作れ
る開発環境を研究している。
2.1	 R-env の目指す簡単なサービス作成のレベル

　複数のロボットやデバイスが連携したサービスを簡単に
することを目的に R-envを開発するにあたって，開発者の
スキルレベルを 3つに分けて考えた。1つ目がロボットや
デバイス連携に関する専門技術者であり，既にロボット
サービスを開発することができる層である。2つ目は一般
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図 1.　Web，スマートフォンアプリの開発コミュニティ


